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令和７年３月２２日(土) 

西
にし

周
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と津
つ

田
だ

真
ま

道
みち

は、文久２年（1862）幕府が派遣した初の留学生として、オランダのラ

イデン大学でフィッセリング教授から講義を受け、帰国後は開成所（東京大学の前身）で教

授職をつとめました。西周は「哲学」をはじめ多くの学術用語を翻訳し、「近代哲学の父」と

も呼ばれます。津田真道は西洋法学を紹介した『泰
たい

西
せい

国
こく

法
ほう

論
ろん

』を刊行しました。しかしなが

ら、福
ふく

澤
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

と比べると、同じ明六社のメンバーでありながら、さほど注目されていません。

彼らが幕臣で、維新後に新政府に出仕して軍事関連の仕事にも携わっていたことと、「啓蒙」

「軍事」について、これまで日本人が抱いてきた考え方が、認識バイアスになっていると考

えられます。 

本講演では、彼らの帰国後から慶応４年（１８６８）までの時期に焦点を当て、幕藩体制

の崩壊という事態に対していかに向き合ったのかを検討することで、幕末維新期の「近代」

「伝統」を再考する手がかりとしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回予告 ４月１２日（土） 大倉山講演会  大倉家三代－孫兵衛・文二・邦彦－の異文化体験   

講師：星原大輔（大倉精神文化研究所研究部長）  

幕末維新期の「近代」「伝統」再考 
―西周と津田真道を手がかりとして― 

◇時間：  

◇会場：横浜市大倉山記念館 ホール 

 

◇講師：谷
た に

口
ぐ ち

 眞
し ん

子
こ

（早稲田大学教授） 

◇定員：８０名（入場無料、要申込・先着順） 

◇申込方法：詳細は裏面をご覧ください 

波濤を越えた近代日本人たち 

要事前申込 
（詳細裏面） 

大倉山講演会 


